
 

 

 

 

 

 

 

 

     事業場の考え方は、現行と変わる

のか。 

     一つの事業場になるので、３６協定の考え方、取り

扱いについて変わるものではない。 

過半数代表者、安全衛生委員会の考え方

は変わるのか。 

一つの事業場なので、考え方は変わらない。衛生管理

者、防災責任者等の配置は法令に則って行っていく。 

 

     営業統括センターに乗務員区を

加えて統括センターへ段階的に設置して

いくことはあるのか。 

     最初から統括センター、段階的に統括センターな

ど、ケースバイケースで行っていく。 

業務が融合することで担務の位置づけ

は変わるのか。 

現在の業務は、担務としてどこかに軸足を置いているが、

実態を踏まえてノウハウを活かすことを推進していきたい。

資格を伴い発令が必要なものは今後も発令する。 

統括センターで動力車免許があれば全員

乗務することになるのか。 

理想は全員が乗務できればいいが、運転士養成には時

間がかかる。ケースバイケースになるが、オールマイティ

ーな方が一人でも多い方がいい考え方はもっている。乗

務するにあたっての一定の基準を設けるつもりはないが、

バランスを考えて指定していく考えである。 

運転士指導なども業務の融合はあるの

か。 

趣旨から言えば全ての方が対象だが、指導操縦者など、

運輸局に申請している方は、やるべきことを踏まえて判断

していく。指導担当には手当を支払っているので、その役

割に応じた仕事をしていただく。 

営業統括センターと乗務員区の兼務・連

携とは？ 

出札・改札や地区センター、プロジェクトなど、ありとあらゆ

る分野である。ケースバイケースで行っていく。 

統括センターの運営はどのようにするの

か？ 

本社から細かく指示するものではない。徐々に業務の融

合をしていくと考えている。 

地区指導センター、地区センターの機能、

業務はどう引き継がれるのか。 

地区指導センター等の機能は各支社違うので、現実に踏

まえて行っていく。 
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